
地域振興係

こんにちは。デジタル化推進専門官の渡邊です。今回は「リスキリング」について、お話したいと思います。
皆さんは「リスキリング」という言葉をご存知でしょうか？「学び直し」と言われることもありますが、DXに関し

ては「新しいことを学び、新しい知識を身につけ、実践して、新しい業務や職業に就くこと」といった「仕事に直結
する知識習得」という意味合いがあるのかなと感じています。
ひと昔前は「新しいことは若い人に任せて...」といった考えを持つ方が多かったかも知れません。ですが、学ぶ

ことに年齢は関係ありません。「人生100年時代」「労働人口減少対策」「生産性向上を目指す」と言われる昨今、
老弱男女を問わず誰もがDX時代を生き抜くためにも「リスキリング」が必要だと思います。豊かな人生を送るた
めに、将来への投資のつもりで積極的に知識習得されることをお勧めします。
現在、立科町役場の職員の皆さんもDX人材育成のためのリスキリング計画を進めています。住民の皆さんも
一緒に取り組んでみませんか？

DXとリスキリング

少し早いですが移住定住促進担当とし
てこの1年を振り返り、2022年度の取組
みを総括したいと思います。
移住相談件数は50-60件の間で推移し

ており、コロナ禍の前も、今も、年間の
相談件数の増減に変化はないように思い
ます。今年度、新たな変化を感じたことは、
20代や30代まで、移住相談者の世代の
幅が広がったことです。また中京圏からの
相談も増え、UターンやJターン、二拠点
生活の希望者も少しずつ増え、定年後の
セカンドライフを検討する方々に加え、移
住相談も多様になりました。
オフィス出社がほぼ不要になり、リモー

トワークができる大手や外資系IT企業に
勤めている方々が田舎暮らしを望み、ライフスタイルの見直しを検討しています。また、移住のタイミングで新た
な事業（創業）を検討している方や、私のように既存ビジネスを移住先で維持し、新たな事業構想や、地域社会
への貢献を考えている方々が増えてきているように感じます。
課題は移住希望者がいても、「住むところがない」こと、そして立科町のブランディングがまだまだ弱いことです。

引き続き首都圏への情報発信を継続するとともに、残り約1年は民間事業者の事業強化支援のため、町内の産
業振興に携わります。

●移住・定住担当
　中平 次郎です。
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地域振興係「がんばる地域応援事業」活動報告

団体名 藤沢なごみ会
代表者 市川 典夫

活動内容

2014年爾来(じらい)、老若男女10数名で遊休農地にて「ヒス
イそば」を栽培。地域の景観保全（白い花が咲き誇る）と収穫し
た「そば」で区民向けの振舞い会「“そば”喰いね！お代はいらな
いよ！」や先達者を招いての講習会「“そば”の食文化・歴史・打
ち方」、そば打ち子供体験教室等々を開催し、住民交流活動「“そ
ば”でつなぎ、延ばす、郷づくり」に取り組んでいます。
現状、コロナ禍で食と交流の機会が制限される中、振舞い会
もお持ち帰りでの実施開催とならざるを得ず。

代表者
メッセージ

コロナ収束まで、本来の味である「打ちたて・茹でたて」提供が
封印され、更にヒト味添える（昨年は写真展併設開催）頭の体操
（工夫）が求められそうです。

団体名 カントリーロード花ぐみ
代表者 徳嶽 澄子

活動内容

平成29年から町内２か所（茂田井バイパス耕福館入口／白樺
湖線中居）の花壇整備を行い、「立科町には花と風がよく似合
う」をキャッチフレーズに立科町の美しい景観づくりのお手伝い
をしています。また、他団体と連携し、持続可能な暮らしやす
い町づくりを目指して花のある暮らしと地域の伝統文化・食文
化を伝えています。

代表者
メッセージ

こんにちは、「カントリーロード花ぐみ」です。
コロナ禍で作業の回数は減りましたが花ぐみは大丈夫。家にこもっ
ていないで元気に地域活動をしています。さわやかな風の中で楽
しくおしゃべりをしながら花壇の手入れをし、大きな声で笑いあっ
ています。冬季の花壇も素敵ですので、近くをお通りの際は足を
止めてご覧ください。
地域の食文化を学ぶ一環として開催している料理講習会は、町老
人福祉センター調理室において、県調理師会佐久平支部立科分
会と連携し「身近な中華料理」を作りました。焼売、春巻、餃子、
中華まん等好きな中華料理に笑顔が満開。立科の味づくりを目指
して、今年も〈花より団子〉の皆さんです。

「宝くじの助成金」で集会施設の備品を整備しました。
（一財）自治総合センターが助成する一般コミュニティ助成事業を活用し、集会施設の
備品の整備を行いました。

（一財）自治総合センターでは、宝くじの社
会貢献広報を目的として、宝くじの受託事
業収入を財源に助成事業を実施しています。
地域でコミュニティ活動を行う団体（区、自
治会等）を対象に、活動に直接必要な設備等
の整備に要する費用を助成する事業です。

実施団体 内　容 活用した助成事業

滝神部落
 放送設備一式 (一財)自治総合センター

「コミュニティ助成事業」
※財源は宝くじの受託事業収入

屋外スピーカー4台、アンプ1台、卓上マイク1台、
ワイヤレスマイク2台、ラジオチューナー1台
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